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有機性廃棄物の発生とその堆肥化利用に関する地域的特性
― 日本全体および関東地方の分析 ―
佐々木 緑
東京大学 空間情報科学研究センター

連絡先: <mido@csis.u-tokyo.ac.jp>
(1) 動機： 日本は，大量生産・大量消費の経済社会を経て，毎年大量の廃棄物を排出しており，これらの廃棄物処理が社会問題化している．資源やエネルギーは有限であるため，廃棄物の排出を最小化し，同時に排出されたものは可能な限り資源として再利用していく持続的な社会への転換が必要である．これを達成する前段階として，廃棄物がどこでどれだけ発生し，廃棄物を再利用した場合に需要がどれだけ見込めるのか，その需給バランスを考慮する必要がある．
(2) アプローチ： 本研究では，廃棄物の中で最も発生量が多い有機性廃棄物を対象とする．有機性廃棄物は，生物学的分解によって環境中に直接還元することが可能であり，量・質的にも非常に有用な資源である．有機性廃棄物の発生量については，環境省「産業廃棄物排出・処理状況調査報告書」を用いて，産業別の排出量を明確にするとともに地域別の発生量分布を把握した．一方，有機性廃棄物は，その特性から堆肥として再利用されている．そこで，2000年農林業センサスから加えられた「環境保全型農業」の項目を，有機性廃棄物の利用状況を推し量る指標とし，その地域的特性を明らかにした．環境保全型農業では，化学肥料の代替として有機物を使用するためである．

(3) 意義： 有機性廃棄物の発生と利用の地域的バランスを考慮することで，有機性廃棄物が持つ問題点，およびその円滑な活用を行うための対策案を見出すことができる．
(4) 結果： 有機性廃棄物の発生および堆肥としての活用は，各々の量が偏在する一方で，分布地域には互いに類似性があることが明らかとなった．特に関東地方では，有機性廃棄物の発生量が多く，また堆肥による土作りを行う農家も局地的に集中していた．関東地方においては有機性廃棄物の再利用のための潜在性が高いことが示された．

図1： 環境保全型農業に取組む農家の割合（2000年）
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